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【目 的】頸部の外科的処置に際 して,周 囲の構

造物 と解剖学的ランドマークによる位置の把握 は

重要である。頸部の神経 について,解 剖学的ラン

ドマークとの位置関係の報告は浅層では副神経,

深層では横隔神経についてみ られる。 しかし,頚

部浅層か ら深層にまたがる解剖学的ランドマーク

についての形態学的計測 はみ られない。そこで今

回,異 なる深 さでの頸部の解剖学的構造物の位置

関係 を再現することを目的とした計測器を作製 し,

その精度検証 を行った。

【材料および方法】頸部での解剖学的構造物の位

置関係を再現するための計測器具には長 さ,角 度,

奥行の可変性 を備え,計 測基準点として下顎角,

鎖骨胸骨端,鎖 骨肩峰端の3点 を用いた。撮影方

向は装置のネジ頭部を基準として規定 した。 この

計測器 を用 いて奥羽大学実習体10体20側(平 均

年齢80.5歳,男 性3体,女 性7体)に おける頸部

浅層と深層での僧帽筋前縁と副神経の交点の位置

を画像データ上で水平的および垂直的に評価 した。



画像計測はImageJを 用いて行 った。

【結 果】浅層から深層への位置関係の変化を絶

対値で評価 したところ,水 平的位置関係では,最

大値19.8%,最 小値0.6%,中 央値9.0%で あるの

に対 し垂直的位置関係では,最 大値8.8%,最 小

値0.2%,中 央値3.0%で あり,水 平的な計測結果

での変化が大 きかった。

【考 察】今回試作を行った計測器を用いること

により,頚 部の浅層から深層にまたがる構造物や

複数の構造物の位置関係についての計測が可能で

あると考えられた。今後は,撮 影方向の規定法に

工夫を加 えるとともに,浅 層に存在する胸鎖乳突

筋に対 しての奥行調整機能 を工夫することにより,

さらに精度が高 まるものと考えられた。


